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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
顔画像を操作する顔画像操作装置であって、
　人の顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操
作することにより年齢操作された顔画像を生成する操作手段とを備え、
　前記階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化による波形と、肌のきめを表す波形
とを含み、前記肌の色の変化による波形に前記肌のきめを表す波形が重畳され、
　前記操作手段は、前記肌のきめを表す波形の振幅を変化させることにより顔画像の肌の
きめの程度を変化させるとともに各点の階調レベルを所定の範囲内でランダムに変化させ
ることを特徴とする顔画像操作装置。
【請求項２】
顔画像を操作する顔画像操作装置であって、
　人の顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操
作することにより年齢操作された顔画像を生成する操作手段とを備え、
　前記階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化による波形と、肌のきめを表す波形
とを含み、前記肌の色の変化による波形に前記肌のきめを表す波形が重畳され、
　前記操作手段は、前記肌のきめを表す波形の周波数を変化させることにより顔画像の肌
のきめの程度を変化させることを特徴とする顔画像操作装置。
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【請求項３】
前記操作手段は、前記肌の色の変化による波形の中心レベルの変化を基準として前記肌の
色の変化による波形の振幅の所定の許容範囲内で前記肌のきめを表す波形の各点の階調レ
ベルをランダムに変化させることにより前記肌のきめを表す波形の周波数を実質的に高く
することを特徴とする請求項２記載の顔画像操作装置。
【請求項４】
コンピュータにより実行可能な顔画像操作プログラムであって、
　人の顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶手段に記憶する処理と、
　前記記憶手段に記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操
作することにより年齢操作された顔画像を生成する処理とを、前記コンピュータに実行さ
せ、
　前記階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化による波形と、肌のきめを表す波形
とを含み、前記肌の色の変化による波形に前記肌のきめを表す波形が重畳され、
　前記生成する処理は、前記肌のきめの程度を表す波形の振幅を変化させることにより顔
画像の肌のきめの程度を変化させるとともに各点の階調レベルを所定の範囲内でランダム
に変化させることを特徴とする顔画像操作プログラム。
【請求項５】
コンピュータにより実行可能な顔画像操作プログラムであって、
　人の顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶手段に記憶する処理と、
　前記記憶手段に記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操
作することにより年齢操作された顔画像を生成する処理とを、前記コンピュータに実行さ
せ、
　前記階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化による波形と、肌のきめを表す波形
とを含み、前記肌の色の変化による波形に前記肌のきめを表す波形が重畳され、
　前記生成する処理は、前記肌のきめを表す波形の周波数を変化させることにより顔画像
の肌のきめの程度を変化させることを特徴とする顔画像操作プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔画像操作装置および顔画像操作プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、顔画像の合成を行う種々の装置および方法が提案されている（例えば、特許
文献１参照）。例えば、目、鼻、口等の顔パーツ（顔部品）の形状を操作することにより
年齢印象の異なる顔画像が合成される。
【特許文献１】特許第３３０２１２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　人が他人の顔を見たときには、顔パーツだけでなく顔から得られる種々の情報に基づい
て年齢、表情、健康状態等の様々な印象を得ることができる。顔から得られる情報として
は、顔の全体の形、顔パーツの形、髪形、肌のきめ等の様々なものがある。人が他人の顔
から年齢等を推定する場合には、それらの情報を統合しているものと考えられる。
【０００４】
　特に、肌は顔の領域の大半を占めることから、顔の年齢印象の認知において肌のきめは
重要である。顔の年齢印象を操作する画像処理においても、自然な年齢印象の操作を行う
上で、肌のきめの操作は必要不可欠であると考えられる。
【０００５】
　しかしながら、顔の年齢印象を操作するための従来の画像処理技術では、肌のきめを操
作することはできない。
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【０００６】
　本発明の目的は、肌のきめを操作することにより顔画像の年齢印象を変化させることが
できる顔画像操作装置および顔画像操作プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）
　第１の発明に係る顔画像操作装置は、顔画像を操作する顔画像操作装置であって、人の
顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶する記憶手段と、記憶手段に記憶されたデー
タに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操作することにより年齢操作された
顔画像を生成する操作手段とを備え、階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化によ
る波形と、肌のきめを表す波形とを含み、肌の色の変化による波形に肌のきめを表す波形
が重畳され、操作手段は、肌のきめを表す波形の振幅を変化させることにより顔画像の肌
のきめの程度を変化させるとともに各点の階調レベルを所定の範囲内でランダムに変化さ
せるものである。
【０００８】
　本発明に係る顔画像操作装置においては、記憶手段に人の顔画像が階調レベルを表すデ
ータとして記憶される。記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波
形が操作手段により操作される。それにより、操作された波形に基づいて年齢操作された
顔画像が生成される。
　この場合、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の振幅を大
きくすることにより、顔画像の肌のきめを粗くすることができる。それにより、顔画像の
年齢印象を高くすることができる。また、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌
のきめを表す波形の振幅を小さくすることにより、顔画像の肌のきめを細かくすることが
できる。それにより、顔画像の年齢印象を低くすることができる。
【０００９】
　また、波形の各点の階調レベルを所定の範囲内でランダムに変化させることにより、元
の顔画像に含まれる微細な階調レベルの変化が再現される。
　このようにして、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の振
幅を操作することにより顔画像の肌のきめの程度を変化させることができる。それにより
、顔画像の画質を劣化させることなく、顔画像の年齢印象を変化させることが可能となる
。
【００１０】
　（２）
　第２の発明に係る顔画像操作装置は、顔画像を操作する顔画像操作装置であって、人の
顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶する記憶手段と、記憶手段に記憶されたデー
タに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操作することにより年齢操作された
顔画像を生成する操作手段とを備え、階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化によ
る波形と、肌のきめを表す波形とを含み、肌の色の変化による波形に肌のきめを表す波形
が重畳され、操作手段は、肌のきめを表す波形の周波数を変化させることにより顔画像の
肌のきめの程度を変化させるものである。
【００１１】
　本発明に係る顔画像操作装置においては、記憶手段に人の顔画像が階調レベルを表すデ
ータとして記憶される。記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波
形が操作手段により操作される。それにより、操作された波形に基づいて年齢操作された
顔画像が生成される。
【００１２】
　この場合、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の周波数を
低くすることにより、顔画像の肌のきめを粗くすることができる。それにより、顔画像の
年齢印象を高くすることができる。また、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌
のきめを表す波形の周波数を高くすることにより、顔画像の肌のきめを細かくすることが
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できる。それにより、顔画像の年齢印象を低くすることができる。
【００１３】
　このようにして、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の周
波数を操作することにより顔画像の肌のきめの程度を変化させることができる。それによ
り、顔画像の年齢印象を変化させることが可能となる。
【００１６】
　（３）
　操作手段は、肌の色の変化による波形の中心レベルの変化を基準として肌の色の変化に
よる波形の振幅の所定の許容範囲内で肌のきめを表す波形の各点の階調レベルをランダム
に変化させることにより肌のきめを表す波形の周波数を実質的に高くしてもよい。
【００１７】
　この場合、肌の色の変化による波形の中心レベルの変化は元の顔画像の階調レベルの大
略的な変化を示している。したがって、肌の色の変化による波形の中心レベルを基準とし
て肌の色の変化による波形の振幅の所定の許容範囲内で肌のきめを表す波形の各点の階調
レベルをランダムに変化させることにより、元の顔画像の印象を大きく損なうことなく顔
画像の肌のきめを細かくすることができる。それにより、顔画像の印象を大きく損なうこ
となく顔画像の年齢印象を低くすることができる。
【００１８】
　（４）
　第３の発明に係る顔画像操作プログラムは、コンピュータにより実行可能な顔画像操作
プログラムであって、人の顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶手段に記憶する処
理と、記憶手段に記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操
作することにより年齢操作された顔画像を生成する処理とを、コンピュータに実行させ、
階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化による波形と、肌のきめを表す波形とを含
み、肌の色の変化による波形に肌のきめを表す波形が重畳され、生成する処理は、肌のき
めの程度を表す波形の振幅を変化させることにより顔画像の肌のきめの程度を変化させる
とともに各点の階調レベルを所定の範囲内でランダムに変化させるものである。
【００１９】
　本発明に係る顔画像操作プログラムにおいては、記憶手段に人の顔画像が階調レベルを
表すデータとして記憶される。記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を
表す波形が操作される。それにより、年齢操作された顔画像が生成される。
【００２０】
　この場合、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の振幅を大
きくすることにより、顔画像の肌のきめを粗くすることができる。それにより、顔画像の
年齢印象を高くすることができる。また、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌
のきめを表す波形の振幅を小さくすることにより、顔画像の肌のきめを細かくすることが
できる。それにより、顔画像の年齢印象を低くすることができる。
　また、波形の各点の階調レベルを所定の範囲内でランダムに変化させることにより、元
の顔画像に含まれる微細な階調レベルの変化が再現される。したがって、顔画像の画質を
劣化させることなく、顔画像の年齢印象を高くすることができる。
　このようにして、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の振
幅を操作することにより顔画像の肌のきめの程度を変化させることができる。それにより
、顔画像の年齢印象を変化させることが可能となる。
　第４の発明に係る顔画像操作プログラムは、コンピュータにより実行可能な顔画像操作
プログラムであって、人の顔画像を階調レベルを表すデータとして記憶手段に記憶する処
理と、記憶手段に記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を表す波形を操
作することにより年齢操作された顔画像を生成する処理とを、コンピュータに実行させ、
階調レベルの変化を表す波形は、肌の色の変化による波形と、肌のきめを表す波形とを含
み、肌の色の変化による波形に肌のきめを表す波形が重畳され、生成する処理は、肌のき
めを表す波形の周波数を変化させることにより顔画像の肌のきめの程度を変化させるもの
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である。
　本発明に係る顔画像操作プログラムにおいては、記憶手段に人の顔画像が階調レベルを
表すデータとして記憶される。記憶されたデータに基づいて顔画像の階調レベルの変化を
表す波形が操作される。それにより、年齢操作された顔画像が生成される。
　この場合、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の周波数を
低くすることにより、顔画像の肌のきめを粗くすることができる。それにより、顔画像の
年齢印象を高くすることができる。また、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌
のきめを表す波形の周波数を高くすることにより、顔画像の肌のきめを細かくすることが
できる。それにより、顔画像の年齢印象を低くすることができる。
　このようにして、顔画像の階調レベルの変化を表す波形のうち肌のきめを表す波形の周
波数を操作することにより顔画像の肌のきめの程度を変化させることができる。それによ
り、顔画像の年齢印象を変化させることが可能となる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、顔画像の階調レベルの変化を表す波形の振幅および周波数の少なくと
も一方を操作することにより顔画像の肌のきめを操作することができる。それにより、顔
画像の年齢印象を変化させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　（１）基本概念
　まず、本発明の一実施の形態に係る顔画像操作方法の基本概念について説明する。
【００２３】
　肌は細かな凹凸で構成されており、その凹凸の程度がきめの細かさまたは粗さとして知
覚される。このことから、肌の凹凸を細かな波と考え、その波を操作することにより、肌
のきめを操作する。また、基本的な考え方として、大人の肌のきめは、子供の肌のきめと
比べて粗いとする。
【００２４】
　肌のきめの程度を規定する要素として、周波数および振幅を考える。図１は大人および
子供の肌のきめを表す波形の周波数と振幅との関係を示す図である。
【００２５】
　周波数が低く振幅が大きな波は粗い波として捉えられることから、図１に実線Ｌで示す
ように、大人の肌のきめを表す波形は、子供の肌のきめを表す波形に比べて、周波数が低
く、振幅が大きいと考える。
【００２６】
　顔画像の肌のきめは、顔画像の肌の領域における階調レベルの変化により表すことがで
きる。したがって、顔画像の肌の領域における階調レベルの変化を波形で表し、波形の周
波数および振幅の少なくとも一方を操作することにより顔画像の肌のきめを操作する。
【００２７】
　予め年齢ごとに顔画像の肌の領域における各画素の階調レベルを測定し、階調レベルの
標準偏差から階調レベルの変化を表す波形の振幅を得る。
【００２８】
　年齢ごとに複数人の顔画像の肌の領域における階調レベルの変化を表す波形の振幅およ
び周波数の平均値を測定する。このように、予め年齢ごとに測定された階調レベルの変化
を表す波形の振幅および周波数の平均値に基づいて波形の振幅および周波数の少なくとも
一方を操作することにより、顔画像の肌のきめを操作し、顔画像の年齢印象を操作するこ
とができる。
【００２９】
　なお、顔画像を表示装置に表示する場合には、階調レベルの変化は輝度の変化に対応す
る。この場合、表示装置に表示される顔画像の肌のきめを操作するためには輝度信号のレ
ベルの変化を表す波形を操作する。
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【００３０】
　顔画像は、通常は２次元的に表されるので、顔画像の肌の領域における階調レベルも２
次元的に変化する。以下の説明では、理解を容易にするために、顔画像の肌の領域におけ
る階調レベルの変化を１次元的な波形で表す。すなわち、顔画像の任意の直線上における
階調レベルの変化を波形で表す。
【００３１】
　実際の顔画像の操作では、以下に説明する操作を顔画像の直交する２方向に行う。
【００３２】
　また、以下の説明では、顔画像の肌の領域における階調レベルの変化を表す波形を階調
波形と称する。
【００３３】
　（２）肌のきめを粗くする操作
　顔画像の肌のきめを粗くするためには、階調波形の振幅を大きくするか、または周波数
を低くする。
【００３４】
　実際には、肌の着目する位置ごとに、異なる周波数の波形が複雑に混在している。した
がって、ある領域の階調波形の周波数を操作する場合には、その周波数の操作の影響を他
の領域へ及ばさないことが必要である。ここでは、肌のきめを粗くする操作を容易にする
ために、階調波形の振幅のみを操作する。
【００３５】
　図２は肌のきめを粗くするための階調波形の振幅の操作を説明するための図である。図
２の縦軸は顔画像の階調レベルを表し、横軸は顔画像の位置を表す。図２では、顔画像の
階調レベルの変化を規則的な階調波形で表している。
【００３６】
　図２において、操作前の階調波形がＷ０で表され、操作後の階調波形がＷ１で表される
。また、階調波形の振幅の中心レベルがＣＬで表される。
【００３７】
　図２に矢印で示すように、階調波形Ｗ０の振幅を所定の拡大率で拡大し、振幅が拡大さ
れた階調波形Ｗ１を得る。それにより、顔画像の肌のきめが粗くなる。
【００３８】
　上記のように、予め年齢ごとに階調波形の振幅の平均値が測定されている。顔画像の老
年化操作では、操作前の顔画像の年齢に対応する階調波形の振幅に対する操作後の顔画像
の年齢に対応する階調波形の振幅の比率から振幅の拡大率が求められる。
【００３９】
　実際の顔画像における階調レベルの変化は、図２のように規則的に変化するとは限らな
い。図３は実際の顔画像の階調レベルの変化の一例を示す図である。
【００４０】
　図３に示すように、肌の色の変化により操作前の階調波形Ｗ０の中心レベルＣＬは曲線
的に変化している。この場合にも、階調波形Ｗ０の振幅を所定の拡大率で拡大し、振幅が
拡大された階調波形Ｗ１を得る。それにより、顔画像の肌の色の変化の傾向を保ちつつ肌
のきめを粗くすることができる。
【００４１】
　階調波形の振幅を拡大した場合、肌のコントラストが強くなったという印象を受け、肌
のきめに不自然さが残ることがある。その１つの理由として、実際の顔画像の肌において
階調レベルの変化を表す波形には、小さな振幅の複数の波形が混在し合っているが、階調
波形を拡大することにより小さな振幅の波形が存在しなくなると考えられる。そこで、拡
大された階調波形に小さな振幅の波形を付加することにより自然な印象を与える顔画像を
生成する。
【００４２】
　図４は階調波形に小さな振幅の波形を付加する方法を示す図である。
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【００４３】
　図４において、振幅が拡大された階調波形Ｗ１のドットは、顔画像の各画素または顔画
像の各サンプリング点を示す。階調波形Ｗ１のドットごとに振幅を乱数に基づいて上下に
所定の範囲内で変化させる。各ドットの変化の範囲は、０から階調波形Ｗ１の平均拡大振
幅程度までの範囲であることが好ましい。
【００４４】
　このような、小さな振幅の波形は、顔画像では微少な階調レベルの変化であり、顔画像
の印象として詳細に知覚できるものではない。したがって、階調波形Ｗ１の各ドットに微
小な変化をランダムに付加することにより、顔画像の肌の自然さを保ちながら肌のきめを
粗くすることができる。
【００４５】
　なお、本実施の形態では、顔画像の肌のきめを粗くするために階調波形の振幅を拡大し
ているが、階調波形の周波数を低くしてもよく、あるいは、階調波形の振幅を拡大しかつ
階調波形の周波数を低くしてもよい。
【００４６】
　（３）肌のきめを細かくする操作
　顔画像の肌のきめを細かくするためには、階調波形の振幅を小さくするか、または周波
数を高くする。
【００４７】
　（ａ）階調波形の振幅を小さくする操作
　図５は肌のきめを細かくするための波形の振幅の操作を説明するための図である。図５
の縦軸は顔画像の階調レベルを表し、横軸は顔画像の位置を表す。図５では、顔画像の階
調レベルの変化を規則的な階調波形で表している。
【００４８】
　図５において、操作前の階調波形がＷ０で表され、操作後の階調波形がＷ１で表される
。また、階調波形の振幅の中心レベルがＣＬで表される。
【００４９】
　図５に矢印で示すように、階調波形Ｗ０の振幅を所定の縮小率で縮小し、振幅が縮小さ
れた階調波形Ｗ１を得る。それにより、顔画像の肌のきめが細かくなる。
【００５０】
　上記のように、年齢ごとに階調波形の振幅の平均値が測定されている。顔画像の若年化
操作では、操作前の顔画像の年齢に対応する階調波形の振幅に対する操作後の顔画像の年
齢に対応する階調波形の振幅の比率から振幅の縮小率が求められる。
【００５１】
　実際の顔画像における階調レベルの変化は、図５のように規則的に変化するとは限らな
い。図６は実際の顔画像の階調レベルの変化の一例を示す図である。
【００５２】
　図６に示すように、肌の色の変化により操作前の階調波形Ｗ０の中心レベルＣＬは曲線
的に変化している。この場合にも、階調波形Ｗ０の振幅を所定の縮小率で縮小し、振幅が
縮小された階調波形Ｗ１を得る。それにより、顔画像の肌の色の変化の傾向を保ちつつ肌
のきめを細かくすることができる。
【００５３】
　（ｂ）階調波形の周波数を高くする操作
　図７は肌のきめを細かくするための階調波形の周波数の操作を説明するための図である
。図７の縦軸は顔画像の階調レベルを表し、横軸は顔画像の位置を表す。図７では、顔画
像の階調レベルの変化を規則的な階調波形で表している。
【００５４】
　図７において、振幅が縮小された階調波形Ｗ１のドットは、顔画像の各画素または顔画
像の各サンプリング点を示す。ここで、振幅が縮小された階調波形Ｗ１のドットごとに階
調レベルを乱数に基づいて階調波形Ｗ１の振幅の範囲内で上下にランダムに変化させる。
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ここで、振幅が縮小された階調波形Ｗ１の振幅の範囲はレベルＴＨ１とレベルＴＨ２との
間である。
【００５５】
　階調波形Ｗ１のドットごとに階調レベルを振幅の範囲内で上下にランダムに変化させる
ことにより、階調波形Ｗ１の周波数を実質的に高くすることができる。
【００５６】
　図８は周波数の操作後の階調波形の一例を示す図である。図８の縦軸は顔画像の階調レ
ベルを表し、横軸は顔画像の位置を表す。図８において、周波数の操作後の階調波形がＷ
２で表される。
【００５７】
　図８に示すように、周波数の操作後の階調波形Ｗ２は、図７の階調波形Ｗ１の振幅の範
囲内（レベルＴＨ１とレベルＴＨ２との間）で変化し、図７の階調波形Ｗ１に比べて実質
的に高い周波数を有する。
【００５８】
　このように、階調波形Ｗ１の振幅は十分に小さいため、階調波形Ｗ１の各ドットの階調
レベルを振幅の範囲内で変化させても、顔画像として著しく異なる印象を与えることはな
く、周波数が実質的に高くなる。
【００５９】
　図９は実際の顔画像の階調レベルの変化の一例を示す図である。図９に示すように、肌
の色の変化により操作前の階調波形の中心レベルＣＬは曲線的に変化している。この場合
にも、操作後の階調波形Ｗ１のドットごとに階調レベルを振幅の範囲内で上下にランダム
に変化させることにより、階調波形Ｗ１の周波数を実質的に高くすることができる。それ
により、顔画像の肌の色の変化の傾向を保ちつつ肌のきめを細かくすることができる。
【００６０】
　なお、本実施の形態では、顔画像の肌のきめを細かくするために階調波形の振幅を縮小
しかつ階調波形の周波数を高くしているが、それらの一方のみを行ってもよい。
【００６１】
　また、本実施の形態では、振幅の縮小操作後の階調波形のドットごとに階調レベルを振
幅の範囲内で上下にランダムに変化させているが、階調波形のドットごとに階調レベルを
振幅を超えて上下にランダムに変化させてもよい。
【００６２】
　さらに、階調波形に高い周波数の別の波形を重畳することにより階調波形の周波数を高
くしてもよい。
【００６３】
　（４）顔画像操作装置の構成
　図１０は本実施の形態に係る顔画像操作装置の構成を示すブロック図である。
【００６４】
　次に、図１０を用いて本実施の形態の顔画像操作方法を実行するための顔画像操作装置
の構成を説明する。
【００６５】
　画像処理装置５０は、ＣＰＵ（中央演算処理装置）５０１、ＲＯＭ（リードオンリメモ
リ）５０２、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）５０３、入力装置５０４、表示装置５０
５、外部記憶装置５０６、記録媒体駆動装置５０７および印刷装置５０８を含む。
【００６６】
　入力装置５０４は、キーボード、マウス、スキャナ、デジタルカメラ等からなり、各種
指令、データおよび画像を入力するために用いられる。ＲＯＭ５０２にはシステムプログ
ラムが記憶される。記録媒体駆動装置５０７は、ＣＤ（コンパクトディスク）ドライブ、
ＤＶＤ（デジタルバーサタイルディスク）ドライブ、ＦＤ（フレキシブルディスク）ドラ
イブ等からなり、ＣＤ、ＤＶＤ、ＦＤ等の記録媒体５０９に対してデータの読み書きを行
う。記録媒体５０９には、顔画像操作プログラムが記録されている。外部記憶装置５０６
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は、ハードディスク装置等からなり、記録媒体駆動装置５０７を介して記録媒体５０９か
ら読み込まれた顔画像操作プログラムおよび各種データを記憶する。ＣＰＵ５０１は、外
部記憶装置５０６に記憶された顔画像操作プログラムをＲＡＭ５０３上で実行する。
【００６７】
　表示装置５０５は、液晶表示パネル、ＣＲＴ（陰極線管）等からなり、各種画像等を表
示する。印刷装置５０８は、各種画像等を印刷する。
【００６８】
　なお、顔画像操作プログラムを記録する記録媒体５０９として、ＲＯＭ等の半導体メモ
リ、ハードディスク等の種々の記録媒体を用いることができる。また、顔画像操作プログ
ラムを通信回線等の通信媒体を介して外部記憶装置５０６にダウンロードし、ＲＡＭ５０
３上で実行してもよい。
【００６９】
　（５）顔画像操作装置の動作
　図１１は図１０の顔画像操作装置の動作を示すフローチャートである。以下、図１１の
フローチャートを参照しながら図１０の顔画像操作装置による顔画像操作動作を説明する
。
【００７０】
　ここでは、ある対象者の顔画像を操作することにより、その対象者の年齢の異なる顔画
像を作成する処理について説明する。まず、操作者は、デジタルカメラ、キーボード等の
入力装置５０４により対象者の顔画像のデータおよび対象者の年齢を入力する。
【００７１】
　ＣＰＵ５０１は、顔画像のデータを外部記憶装置５０６に記憶する（ステップＳ１）。
顔画像のデータは、赤色画像データ、緑色画像データおよび青色画像データからなる。以
下の階調波形の操作は、赤色画像データ、緑色画像データおよび青色画像データの各々に
ついて行ってもよく、あるいは肌色に影響を与える赤色画像データに行ってもよい。
【００７２】
　顔画像における顔パーツ（髪、目、口等）の位置を示す位置情報も予め取得され、外部
記憶装置５０６に記憶されているものとする。顔パーツの位置情報は、人の入力操作によ
り取得されてもよく、顔画像から自動的に取得されてもよい。これにより、ＣＰＵ５０１
は、顔画像から肌の領域のデータを抽出する。また、外部記憶装置５０６には、各年齢の
顔画像の階調波形の振幅の平均値および周波数の平均値が予め記憶されている。
【００７３】
　次に、操作者は、入力装置５０４を用いて老年化操作を行うか若年化操作を行うかを指
定するとともに、操作後の年齢を入力する。
【００７４】
　ＣＰＵ５０１は、操作者により老年化操作が指定されたか否かを判別する（ステップＳ
２）。
【００７５】
　老年化操作が指定された場合には、ＣＰＵ５０１は、外部記憶装置５０６に記憶された
顔画像の階調波形の振幅を拡大する（ステップＳ３）。それにより、顔画像の肌のきめが
粗くなる。この場合、拡大率は、操作前の顔画像の年齢に対応する階調波形の振幅の平均
値に対する操作後の顔画像の年齢に対応する階調波形の振幅の平均値の比率に基づいて設
定される。
【００７６】
　次に、ＣＰＵ５０１は、図４を用いて説明した方法で階調波形のドットごとに微小な変
化をランダムに付加する（ステップＳ４）。それにより、顔画像の肌の自然さを保ちなが
ら肌のきめを粗くすることができる。その結果、顔画像の年齢印象を老年化することがで
きる。
【００７７】
　ステップＳ２において若年化操作が指定された場合には、ＣＰＵ５０１は、外部記憶装
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置５０６に記憶された顔画像の階調波形の振幅を縮小する（ステップＳ５）。それにより
、顔画像の肌のきめが細かくなる。この場合、縮小率は、操作前の顔画像の年齢に対応す
る階調波形の振幅の平均値に対する操作後の顔画像の年齢に対応する階調波形の振幅の平
均値の比率に基づいて設定される。
【００７８】
　次に、ＣＰＵ５０１は、図７を用いて説明した方法で階調波形のドットごとに階調レベ
ルを振幅の範囲内でランダムに変化させる（ステップＳ６）。それにより、階調波形の周
波数が実質的に高くなる。
【００７９】
　これにより、顔画像の肌の自然さを保ちながら肌のきめを細かくすることができる。そ
の結果、顔画像の年齢印象を若年化することができる。
【００８０】
　最後に、ＣＰＵ５０１は、操作後の顔画像を表示装置５０５に表示するとともに、印刷
装置５０８により印刷する（ステップＳ７）。
【００８１】
　（６）実施例
　実際に、対象者の顔画像に上記の肌のきめを粗くする操作を行った。図１２は対象者の
顔画像を示す図である。図１３は図１２の顔画像に肌のきめを粗くする操作を行った場合
の操作後の顔画像を示す図である。
【００８２】
　この操作では、階調波形の振幅を拡大率１３０％で拡大した。また振幅が拡大された顔
画像の肌において、図４に示した方法で階調波形の各ドットに微小な変化をランダムに付
加した。この結果、階調波形の振幅を拡大するとともに、階調波形の各ドットに微小な変
化をランダムに付加することにより、顔画像の肌の自然さを保ちつつ顔画像の肌のきめを
粗くすることができることがわかった。
【００８３】
　次に、大人の顔画像の肌と子供の顔画像の肌とを比較し、大人の顔画像の肌のきめを細
かくする操作を行った。この操作では、階調波形の振幅を縮小率７０％で縮小した。また
、振幅が縮小された顔画像の肌において図７に示した方法で階調波形の各ドットの階調レ
ベルを振幅の範囲内でランダムに上下に変化させた。
【００８４】
　図１４は大人の肌の拡大画像を示す図である。図１５は大人の肌の画像に上記の若年化
操作を行った場合の操作後の拡大画像を示す図である。図１６は子供の肌の拡大画像を示
す図である。
【００８５】
　この結果から、階調波形の振幅を縮小するとともに、図７に示した方法で階調波形の各
ドットの階調レベルを振幅の範囲内でランダムに上下に変化させることにより、顔画像の
肌の自然さを保ちつつ顔画像の肌のきめを細かくすることができることがわかった。
【００８６】
　（７）請求項の各構成要素と実施の形態の各部との対応
　本実施の形態では、外部記憶装置５０６が記憶手段に相当し、ＣＰＵ５０１および顔画
像提示プログラムが操作手段に相当する。
【産業上の利用可能性】
【００８７】
　本発明は、顔画像の年齢印象を操作するために利用することができ、例えば犯罪捜査等
の種々の目的に利用するこができる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】大人および子供の肌のきめを表す波形の周波数と振幅との関係を示す図である。
【図２】肌のきめを粗くするための階調波形の振幅の操作を説明するための図である。
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【図３】実際の顔画像の階調レベルの変化の一例を示す図である。
【図４】階調波形に小さな振幅の波形を付加する方法を示す図である。
【図５】肌のきめを細かくするための波形の振幅の操作を説明するための図である。
【図６】実際の顔画像の階調レベルの変化の一例を示す図である。
【図７】肌のきめを細かくするための階調波形の周波数の操作を説明するための図である
。
【図８】周波数の操作後の階調波形の一例を示す図である。
【図９】実際の顔画像の階調レベルの変化の一例を示す図である。
【図１０】本実施の形態に係る顔画像操作装置の構成を示すブロック図である。
【図１１】図１０の顔画像操作装置の動作を示すフローチャートである。
【図１２】対象者の顔画像を示す図である。
【図１３】図１２の顔画像に肌のきめを粗くする操作を行った場合の操作後の顔画像を示
す図である。
【図１４】大人の肌の拡大画像を示す図である。
【図１５】大人の肌の画像に上記の若年化操作を行った場合の操作後の拡大画像を示す図
である。
【図１６】子供の肌の拡大画像を示す図である。
【符号の説明】
【００８９】
　５０　画像処理装置
　５０１　ＣＰＵ
　５０２　ＲＯＭ
　５０３　ＲＡＭ
　５０４　入力装置
　５０５　表示装置
　５０６　外部記憶装置
　５０７　記録媒体駆動装置
　５０８　印刷装置
　５０９　記録媒体
　Ｗ０，Ｗ１，Ｗ２　階調波形
　ＣＬ　中心レベル
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